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「
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
部
（
仮
称
）
」

鎌
倉
市
で
二
月
十
四
日
に
開
か

れ
た
理
事
会
で
、
理
事
全
員
か
ら

創
設
が
承
認
さ
れ
、
さ
ら
に
組
合

本
部
か
ら
顧
問
数
名
を
送
る
こ
と

も
決
ま
っ
た
。
ま
た
活
動
費
を
組

合
本
部
か
ら
助
成
す
る
こ
と
も
決

定
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
設
立
準

備
委
員
会
委
員
長
に
吉
田
光
宏
氏

（
京
都
市
の
（
株
）吉
田
治
市
商
店
専

務
取
締
役
）
も
決
ま
っ
た
。

新
し
い
部
は
ど
の
よ
う
な
名
称

と
す
る
か
な
ど
は
、
設
立
準
備
委

員
会
で
煮
詰
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
が
、
今
の
と
こ
ろ
名
称
は
「
ニ

ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
部
」
に
落
ち
着
く

の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
て
い
る
。

設
立
準
備
委
員
会
で
は
、
三
月
二

十
七
日
に
第
一
回
委
員
会
を
開
き
、

今
後
の
進
め
方
や
新
部
の
活
動
な

ど
を
話
し
合
い
、
そ
の
結
果
、
四

月
中
に
入
会
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
、
五
月
九
日
に
第
二
回
委
員

会
、
さ
ら
に
五
月
二
十
二
日
の
金

沢
で
の
通
常
総
会
時
に
も
打
合
会

を
開
き
、
そ
の
後
に
創
立
総
会
、

そ
し
て
第
一
回
総
会
を
開
く
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
な
っ
た
。

長
ら
く
懸
案
だ
っ
た
新
し
い
部

の
創
設
は
、
平
成
十
七
年
四
月
に

全
宗
協
政
策
提
言
委
員
会
が
同
様

の
主
旨
を
安
田
理
事
長
に
答
申
し

た
。
こ
の
提
言
を
機
に
具
体
化
へ

鎌
倉
で
の
春
の
全
国
研
修
会
と
併
せ
て
開
か

れ
た
準
備
会
に
参
加
し
た
人
た
ち

の
検
討
が
本
格
化
し
た
。

昨
年
十
月
十
八
日
の
全
体
討
議

で
は
、
参
加
者
か
ら
は
「
青
年
部

と
女
性
部
に
分
け
る
こ
と
は
せ
ず

一
つ
の
組
織
と
し
、
名
称
は
別
途

考
え
る
」
な
ど
の
条
件
が
付
け
ら

新
し
く
創
設
さ
れ
る
「
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
部
（
仮
称
）」
の
設
立
に
向
け
た
準
備
は
着
々
進

み
、
今
年
五
月
二
十
二
日
の
金
沢
市
で
の
通
常
総
会
時
に
も
打
合
会
が
開
か
れ
る
運
び
と

な
っ
た
。
入
会
者
は
三
月
末
時
点
で
六
十
九
名
に
な
っ
て
お
り
、
業
界
に
〝
新
し
い
風
〞
と

の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
部
は
、
い
よ
い
よ
誕
生
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

準
備
委
員
会
委
員

長
に
選
出
さ
れ
た

吉
田
光
宏
氏

れ
た
も
の
の
、
新
し
い
部
を
創
設

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
全

員
の
賛
同
が
得
ら
れ
た
。

会
員
の
登
録
は
随
時
受
け
付
け

て
お
り
、
八
十
名
程
度
で
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

第
二
十
回
通
常
総
会
が
五
月
二

十
二
日
（
火
）、
金
沢
市
の
「
ホ
テ
ル

日
航
金
沢
」
で
開
か
れ
る
。
通
常
総

会
で
は
組
合
創
立
二
十
周
年
記
念

式
典
も
併
せ
て
行
わ
れ
、
作
家
の

五
木
寛
之
氏
が
記
念
講
演
す
る
。

全
宗
協
は
平
成
十
九
年
度
が
創

立
二
十
周
年
に
当
た
る
。
大
き
な

節
目
を
迎
え
た
わ
け
で
あ
る
。
北

越
の
地
・
金
沢
か
ら
“
新
た
な
出

発
“
を
誓
う
こ
と
に
な
る
。

午
前
十
一
時
三
十
分
か
ら
役
員

会
が
あ
り
、
総
会
は
午
後
一
時
か

ら
開
か
れ
、
平
成
十
八
年
度
事
業

報
告
、
平
成
十
九
年
度
事
業
計
画

（
案
）
な
ど
が
議
題
に
付
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
五
木
寛
之
氏
の
講
演
が

あ
る
。
終
わ
っ
て
創
立
二
十
周
年

記
念
式
典
と
な
る
。
式
典
で
は
、

来
賓
祝
辞
、
記
念
品
贈
呈
（
組
合
員

の
章
）
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
後
懇
親

会
が
開
か
れ
る
。

翌
二
十
三
日
は
、
総
持
寺
や
輪

島
、
能
登
島
な
ど
を
め
ぐ
る
オ
プ

シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
と
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
が
行
わ
れ
る
。

金
沢
市
で
の
通
常
総
会
は
初
め

て
で
あ
る
。
か
つ
て
の
加
賀
百
万

石
の
城
下
町
の
古
都
・
金
沢
か
ら
、

全
国
に
向
け
〝
全
宗
協
の
旗
印
〞

を
高
く
揚
げ
る
も
の
と
も
な
る
。

金
沢
市
で
五
月
二
十
二
日
に
第
二
十
回
通
常
総
会

全
宗
協
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
も
併
せ
て
開
催

作
家
の
五
木
寛
之
氏
が
記
念
の
講
演

総
会
が
開
か
れ
る
「
ホ
テ
ル
日
航
金
沢
」

創
設
の
準
備
着
々
！

通
常
総
会
後
に
創
立
総
会
を
開
催

三
月
末
会
員
六
十
九
名
。
現
在
も
登
録
受
付
中



全国研修会
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春
の
全
国
研
修
会
は
二
月
十
四

日
に
鎌
倉
で
開
か
れ
、
鶴
岡
八
幡

宮
の
直
会
殿
二
階
を
会
場
に
開
か

れ
、
約
七
十
人
が
参
加
し
た
。

研
修
会
に
先
立
ち
、
役
員
会
と

ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
部
（
仮
称
）
設
立

準
備
会
が
開
か
れ
た
。
役
員
会
で

は
「
こ
ん
な
仏
壇
あ
っ
た
ら
い
い
な

コ
ン
テ
ス
ト
」
や
今
年
の
第
四
回
仏

事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
試
験
、「
百

万
人
の
消
費
者
と
対
話
し
よ
う
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
、「
お
仏
壇
俳
句
コ

ン
テ
ス
ト
」
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

わ
れ
た
。
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
設
立

準
備
会
で
は
準
備
委
員
会
委
員
長

に
吉
田
光
宏
氏
を
選
出
し
た
。

「
こ
ん
な
仏
壇
あ
っ
た
ら
い
い

な
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、
平
成
二
十

年
二
月
十
三
日
と
十
四
日
に
東
京

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
か
れ
、
こ

の
コ
ン
テ
ス
ト
期
間
中
の
十
三
日

に
は
春
の
全
国
研
修
会
も
併
せ
て

開
か
れ
る
。

役
員
会
な
ど
の
あ
と
研
修
会
と

な
り
、
八
幡
宮
内
や
建
長
寺
を
見

学
し
た
。
八
幡
宮
本
殿
で
は
安
田

理
事
長
が
代
表
し
て
玉
串
を
奉
奠

し
た
。

鶴岡八幡宮で記念の1枚

女
性
が
社
会
に
出
て
行
く
時
代
と
言

わ
れ
て
い
る
昨
今
、
こ
の
仏
壇
業
界
で

も
特
に
女
性
ス
タ
ッ
フ
を
よ
く
見
か
け

ま
す
。
先
日
、
知
人
の
お
葬
式
に
参
列

し
た
際
、
ホ
ー
ル
の
ス
タ
ッ
フ
、
お
寺

様
、
送
迎
バ
ス
の
運
転
手
さ
ん
に
至
る

ま
で
女
性
だ
っ
た
の
に
は
さ
す
が
に
驚

き
ま
し
た
。

私
の
場
合
、
現
在
実
家
の
仏
壇
店
を
継

い
で
い
ま
す
が
、
た
だ
た
だ
思
う
の
は
、

共
働
き
や
自
営
業
の
家
庭
は
女
性
が
大

変
！
結
局
、
家
事
も
女
性
が
丸
ご
と
抱
え

る
始
末
な
の
で
…
…
。
そ
れ
に
加
え
て

我
が
家
の
場
合
、
も
う
あ
と
何
年
か
す
れ

ば
〝
介
護
〞
と
い
う
仕
事
が
増
え
て
く
る

で
し
ょ
う
。
将
来
の
こ
と
を
色
々
考
え

る
と
不
安
に
な
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
何

よ
り
皆
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
に

な
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

最
近
、
い
た
ま
し
い
事
件
を
よ
く
耳

に
し
ま
す
。
他
人
を
思
い
や
る
ど
こ
ろ

か
、
家
族
を
労
わ
る
こ
と
さ
え
も
出
来

な
い
悲
し
い
事
件
。
私
も
小
さ
い
こ
ろ
、

よ
く
姉
妹
ケ
ン
カ
を
し
ま
し
た
。
自
分

が
悪
か
っ
た
と
思
っ
て
も
素
直
に
謝
る

こ
と
が
出
来
ず
、
お
仏
壇
の
前
で
よ
く

反
省
し
て
い
ま
し
た
。
嬉
し
か
っ
た
事
、

何
で
も
亡
く
な
っ
た
祖
父
に
聞
い
て
も

ら
っ
て
い
ま
し
た
。
何
も
言
葉
は
返
っ

て
こ
な
く
て
も
、
お
仏
壇
の
前
に
座
っ

て
い
る
だ
け
で
心
が
落
ち
着
い
た
の
は
、

あ
の
頃
も
今
も
同
じ
で
す
。

女
性
の
社
会
進
出
や
核
家
族
化
で
、

子
供
が
「
た
だ
い
ま
！
」
っ
て
帰
っ
て
き

て
、
学
校
で
あ
っ
た
色
々
な
出
来
事
を

す
ぐ
に
聞
い
て
も
ら
い
た
く
て
も
、
家

に
誰
も
い
な
い
家
庭
が
多
く
な
っ
た
こ

ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
う
い
う
心

の
拠
り
所
が
大
切
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

今
は
お
仏
壇
は
厄
介
な
も
の
と
し
て

置
か
な
い
家
庭
も
増
え
て
き
て
い
ま
す

が
、
そ
う
い
う
堅
苦
し
い
考
え
方
を
抜

き
に
し
て
、
お
仏
壇
を
〝
心
の
ふ
る
さ

と
〞
と
し
て
伝
え
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

私
に
と
っ
て
の
お
仏
壇

大
阪
市
城
東
区
蒲
生

㈱
村
上
佛
檀
代
表
取
締
役
社
長
　
村
上
　
幸
代
さ
ん

村上幸代さん

「仏事コーディネーター資格制度」

を消費者にさらに浸透させよう

――全宗協では、資格制度を

消費者に熟知してもらう意味

も込め、昨年12月1日に「名称」と「マーク」

の商標登録を特許庁に申請しました。

名称は「仏事コーディネーター」、マークは

写真の通りです。登録が認められるのには1年

ほどの期間が必要。年内か年明け早々にも名称

とマークが誕生しそうです。

「仏事コーディネーター」の名称とマーク

商標登録を特許庁に申請しました

特許庁に申請した
マーク

わが社の�

イチオシ�
新商品紹介�

知恵とアイデアを絞ったわが社の“イチオシ商品”を
ご覧下さい。お問い合せは直接当社にお寄せ下さい。
お待ちしております。直ちにお応えします。数字は参
考上代です。
なお、今回は西日本地区の小売業104社の方々に呼び
かけました。次回は別の業態のお店にお声をかけます。

●『納骨用仏壇』
鹿児島県川辺郡川辺町平山3026
㈱中堂薗仏壇店

電話 0993‐56‐1001

紅松などを材にして、漆と金箔で仕
上げています。特に漆と金箔には伝統
にこだわって力を入れました。漆は本
漆塗、金箔は純金箔（伝統箔押）です。
デザインは、お寺様のお話を聞きながら考えました。
お仏壇の灯りは扉を明けますと自動的にともります。閉
めるとこれも自動的に消えるという「自動点滅式」です。
これまでに多くのお寺様などに納めさせていただいてい
ます。
大きさは幅50㎝、高さ65㎝、奥行き80㎝。濃淡が鮮
明で、心が落ち着く雰囲気を持っており、お骨をお納め
するお仏壇としては最適です。価格は税込み255,000円。

●全宗派　壁掛け仏壇『玉
ぎょく

』
滋賀県彦根市芹中町40 ㈱永樂屋
電話 0749‐22‐1466

この壁掛け仏壇『玉』は、当社で
「あったらいいなこんなお仏壇」という
テーマでお仏壇のアイデアを募集し、
製作いたしました。マンションや洋風
のご家庭にも合う新しいお仏壇です。
円の丸みが何ともいえぬ柔らかさをかもし出していま
す。円の縁には金箔を押し、壁面には蒔絵を施すことで
上品に仕上げました。
幅608㎝、高さ60㎝、奥行き28㎝です。価格は税込み

472,500円。
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私
は
戦
後
す
ぐ
の
昭
和
二
十
一
年
に
佐
世
保
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
子
供
時
分
の
当
地
は
重
工
業
も
盛

ん
で
、
お
ま
け
に
米
軍
の
駐
留
も
あ
っ
て
昼
も
夜

も
な
く
に
ぎ
や
か
な
街
で
し
た
。

そ
の
頃
の
私
は
と
い
う
と
、
小
児
ぜ
ん
そ
く
が

ひ
ど
く
、
幼
稚
園
、
小
学
校
に
も
満
足
に
通
え
ず
、

祖
父
の
い
る
佐
賀
県
伊
万
里
へ
一
年
間
転
地

療
養
（
畑
や
山
林
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
）

し
ま
し
た
。
二
年
間
は
伊
万
里
小
学
校

に
通
い
ま
し
た
。

体
調
も
回
復
し
、
佐
世
保
の
実
家
に

戻
り
、
明
治
十
年
か
ら
続
い
て
い
る
店
の

手
伝
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

遊
ぶ
方
は
、
海
や
川
で
の
釣
り
や
素
も
ぐ
り
等

で
す
。
六
十
歳
に
な
っ
た
現
在
で
も
そ
れ
を
趣
味

と
し
て
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
（
今
は
体
力
が
あ
り

ま
せ
ん
が
…
…
）。

高
校
に
入
り
車
の
免
許
も
取
り
、
本
格
的
な
手

伝
い
に
入
り
ま
し
た
。
遠
く
は
島
原
と
か
福
岡
ま

で
配
達
に
回
り
、
帰
っ
た
ら
帰
っ
た
で
仕
事
場
に

入
り
、
職
人
さ
ん
の
手
伝
い
や
組
立
作
業
に
従
事

し
、
朝
六
時
か
ら
深
夜
の
一
時
ま
で
働
き
、
一
方

で
は
祖
母
の
身
の
回
り
の
世
話
を
し
て
お
り
ま
し

た
。
今
思
う
と
、
体
力
と
根
性
で
乗
り
切
り
、
ネ

バ
リ
強
い
自
分
が
出
来
つ
つ
あ
っ
た
と
…
…
。

大
学
は
、
北
九
州
の
製
鉄
の
町
八
幡
で
鉄
の
匂

い
や
ス
モ
ッ
グ
の
中
で
四
年
間
過
ご
し
ま
し
た
。

一
方
、
生
活
の
面
は
楽
し
く
、
こ
の
頃
の
思
い
出

が
今
だ
に
一
番
で
す
。
特
に
二
年
間
の
寮
生
活
が

充
実
し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い

仲
間
や
諸
先
輩
に
も
恵
ま
れ
、
腹
の
空
か
な
い
飯

の
食
い
方
と
か
、
洗
濯
板
で
の
ゴ
シ
ゴ
シ
の
仕
方
、

授
業
の
単
位
の
取
り
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。

体
育
の
授
業
で
は
、
数
あ
る
種
目
の
中
、
ス
キ

ー
に
興
味
を
持
ち
選
び
ま
し
た
。「
好
き
こ
そ
も

の
の
上
手
な
れ
」
と
い
い
ま
す
が
、
段
々
上
達
し
、

面
白
く
て
、
高
速
道
路
の
な
い
時
代
、
毎
週
鳥
取

県
大
山
に
通
い
、
つ
い
に

一
級
を
取
得
し
ま
し
た
。

危
険
な
目
に
幾
度
も
遭
い

ま
し
た
が
、
そ
こ
は
若
さ

の
特
権
と
情
熱
で
一
人
前

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

遊
び
で
も
仕
事
で
も
通

じ
る
と
思
い
ま
す
が
、
熱
心
に
向
き
合
え
ば
、
そ
れ

な
り
の
仲
間
と
素
晴
ら
し
い
師
に
も
出
会
え
る
と

思
い
ま
す
。
卒
業
後
、
四
〜
五
年
間
は
大
学
へ
ス
キ

ー
の
指
導
に
も
出
掛
け
て
い
ま
し
た
。
ス
キ
ー
暦
は

四
十
年
余
に
な
り
ま
す
が
、
今
で
も
毎
年
北
海
道
の

ゲ
レ
ン
デ
で
七
人
の
仲
間
と
滑
っ
て
お
り
、夜
は
飲

む
方
で
満
喫
し
て
い
ま
す
。

夏
は
、
海
遊
び
で
、
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ

（
今
は
体
力
が
あ
り
ま
せ
ん
）、
小
型
帆
船
一
級
免
許

取
得
と
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

お
陰
様
で
楽
し
い
思
い
出
ば
か
り
で
す
が
、
車
の

事
故
に
は
ま
い
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
三
回
大
き

な
事
故
に
遭
い
、
一
回
目
は
高
二
に
の
と
き
の
わ
き

見
運
転
に
よ
る
川
底
転
落
。
二
回
目
は
、
信
号
待
ち

の
と
こ
ろ
に
ノ
ー
ブ
レ
ー
キ
で
突
っ
込
ま
れ
ま
し
た

（
今
で
も
ム
チ
打
ち
の
後
遺
症
が
あ
る
）。三
回
目
は
、

四
年
前
に
、
飲
酒
運
転
の
車
が
目
の
前
に
突
然
！
そ

し
て
正
面
衝
突
、
車
は
大
破
。
な
ぜ
か
自
動
車
事
故

に
妙
に
縁
が
あ
る
み
た
い
で
す
。

家
業
の
方
は
、
お
陰
様
で
長
男
が
日
本
伝
統
工
芸

専
門
学
校
を
卒
業
後
、
三
重
県
の
（
株
）ぬ
し
与
仏

壇
店
で
修
業
し
、
現
在
、
私
と
一
緒
に
伊
万
里
の
地

で
、
代
々
受
け
継
が
れ
た
技
術
を
伝
承
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

白川十郎氏

私
の
生
い
立
ち

佐
賀
県
伊
万
里
市
新
天
町

（
有
）白
川
仏
具
店
代
表
取
締
役
社
長白

川
十
郎

今年の「仏事コーディネーター」試験

今年の「仏事コーディネーター」試験は、11月14日（水）

実施の方向で準備が進められている。

平成16年に第1回の試験が行われて以来、今年の試験は4回

目となる。昨年と同じく東京と大阪で同時に実施される（会

場は未定）。受験資格は、これも昨年と同じく全宗協組合員

の事業所の従事者となっている。

これまで行われた3回の試験では、合わせて1,094人が合格

（平成16年612人、平成17年332人、平成18年160人）し、資

格を手にしている。

受験の申込みは、金沢市で５月22日に開かれる第20回通常

総会から受付けを開始する。

11月14日に東京と大阪で実施の予定」
これまでに1,094人が資格を取得

●『「じょうど26号」
本願寺派三方開本漆手塗り脇箱付』
佐賀県伊万里市新天町462‐6 ㈲白川仏具店
電話 0955‐23‐5345

三方開きの本漆手塗り、脇箱付の重厚な
仕上がりとなっています。
欄間は雲に天彫り、大柱、中柱付。金具は透かし鐙厚物仕立て。
部分には金の上に銀のワンポイントをほどこしています。
中段引き違い戸には、水仙に鵞鳥、又は立体感を出すために全
面には岩を彫り上げ箔仕上げをしております。
高さ177㎝、幅97㎝、奥行き76㎝。税込み4,400,000円。

●『健香ウコン（お線香）』
兵庫県姫路市南畝町2‐31
浜屋㈱
電話 079‐288‐2211

お酒を飲む時にウコンを
摂取しますと、お酒を飲ま
ない時に比べて血中アルコ
ール度が低く抑えられ、頭
痛や吐き気も起こりにくく
なります。
ウコンの成分のクルクミ
ンが有害物質の毒性を抑え
るからで、今、ウコンの威力
は大変に注目されています。
『健香ウコン』は、漢方薬
としても使われるウコンと
白檀を配合したお線香です。
清涼感があり、そしてス
パイシーな香り。黄金色に
輝く浜屋ならではのオリジ
ナル高級お線香です。
落ち着いた香りで、心と
体をリフレッシュしません
か。価格は税別で2,450円。

●『絵はがき付きお香
「幽石香」』

福岡県北九州市小倉北区魚町
2‐2‐11 ㈱野上神仏具店
電話093‐521‐1005

お香に付いている絵はがきは、
『達者でくらせよぉ』『あしたはお
天気』などの著書がある御木幽石
（みきゆうせき）氏のオリジナル絵
はがきです。御木氏は書家・和体
書デザイナーとして知られ、「癒し
の心」を提供し続けています。
絵はがきには、かわいいお地蔵
様の絵が描かれています。この
『幽石香』には「和楽（わらく）」
（価格は税込み1,260円）、「花晨
（かしん）」（1,050円）、「慈（いつ
くしみ）」（1,050円）、「洗心（せん
しん）」（1,785円）の４種類があり
ます。
絵はがきと香りをミックスした
パックは、ご贈答品や返礼品に最
適です。



組
合
へ
の
新
規
加
入
が
増
え
続

け
て
い
る
。
四
月
一
日
時
点
で
三

百
五
十
名
と
な
り
、
組
合
が
悲
願

と
し
て
い
る
「
三
百
七
十
名
必

達
」.

ま
で
、
あ
と
一
歩
に
迫
っ
た
。

全
宗
協
の
組
合
員
数
は
、
全
宗

協
が
発
足
し
た
当
初
は
三
百
七
十

名
を
数
え
て
い
た
。
し
か
し
、
そ

の
後
減
少
傾
向
を
た
ど
り
、
一
時

は
二
百
七
十
名
ま
で
落
ち
込
み
、

組
合
員
増
強
は
組
合
の
大
き
な

課
題
と
し
て
浮
上
し
た
。

会
員
増
強
委
員
会
（
保
志
正
之

委
員
長
）
で
は
、
創
立
時
の
「
三

百
七
十
名
必
達
」
を
旗
印
に
か

か
げ
、
加
入
運
動
を
強
く
進
め

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
昨
年
か
ら

増
強
に
転
じ
、
三
百
五
十
名
ま
で

復
活
し
た
。

会
員
増
強
委
員
会
で
は
目
標

達
成
に
向
け
、
昨
年
十
月
十
七

日
の
会
議
で
「
地
区
ご
と
に
、
そ

の
地
区
で
新
し
く
組
合
に
加
わ

っ
て
も
ら
い
た
い
社
を
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
し
て
も
ら
う
。
そ
の
後
、

十
五
名
の
会
員
増
強
委
員
で

個
々
に
当
た
る
」
と
の
新
し
い
方

策
を
決
め
た
。
こ
の
新
方
策
に

沿
っ
て
増
強
運
動
に
一
段
と
力

を
入
れ
て
お
り
、
本
年
中
に
は

「
三
百
七
十
名
必
達
」
を
何
と
し

て
も
実
現
し
た
い
と
し
て
い
る
。

今
年
に
な
っ
て
沖
縄
県
那
覇

市
か
ら
も
新
規
加
入
が
あ
っ
た
。

沖
縄
県
か
ら
の
加
入
は
初
め
て

で
あ
る
。

４

▽
苦
情
の
絶
え
な
い
執
拗
な
〝
お
悔
や
み
訪

問
〞
―
―
こ
の
問
題
で
全
宗
協
が
前
号
の
会

報
誌
上
で
「
業
界
の
品
位
に
か
か
わ
り
ま
す
。

自
粛
を
！
」
と
呼
び
か
け
た
の
に
対
し
、
各

方
面
か
ら
反
響
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
の
問
題

は
仏
壇
仏
具
業
界
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
だ

け
〝
深
刻
な
影
〞
を
落
と
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

▽
あ
る
石
材
関
係
の
出
版
社
は
、
安
田
理
事

長
に
文
書
で
取
材
を
申
し
込
ん
で
き
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
墓
石
業
界
で
も
同
じ
問
題
を

抱
え
て
お
り
、
一
つ
の
課
題
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
。
お
悔
や
み
訪
問
自
粛
呼
び

か
け
に
至
っ
た
経
緯
、
現
状
、
全
宗
協
の
最

近
の
取
り
組
み
な
ど
を
知
り
た
い
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
そ
う
だ
。

▽
こ
の
問
題
は
、
新
し
く
創
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
「
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
部
（
仮
称
）」

で
も
、
一
つ
の
課
題
と
な
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
部
に
対
す
る
期

待
は
、
業
界
内
で
日
毎
に
大
き
く
な
っ
て
い

る
。
新
し
い
発
想
の
人
た
ち
が
〝
業
界
正
常

化
〞
の
た
め
に
も
、
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た

い
と
思
う
。

▽
さ
て
、
そ
の
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
部
だ
が
、

三
月
末
時
点
で
の
加
入
者
は
六
十
九
名
と
な

り
、
ま
ず
ま
ず
の
〝
出
足
〞
と
い
え
る
。
全

宗
協
に
新
し
い
風
を
―
―
そ
れ
は
業
界
の
誰
も

が
抱
く
願
い
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
先

ず
は
静
か
に
ス
タ
ー
ト
ま
で
を
見
守
っ
て
い

る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

地区 ご逝去　 組合員名 ご逝去日　享年

北越地区 ご本人　秀恭様 ㈱秀正堂　中島秀恭 2月5日　　82歳

東海地区 ご母堂ちせ子様 ㈱すみの江工芸　馬場一成 3月3日　　91歳

訃 報

事務局からのお知らせ

●ホームページ立ち上げとリンク貼りのお

手伝いをいたします

昨年に引き続き、全宗協ホームページの「加

盟店紹介」お店紹介ページ制作を承ります。希

望される方は、事務局までご連絡ください。

ご負担額は１ページ当たり10,000円（税別）で

す。お店紹介ページの内容は①企業名②企業紹

介文③画像（店舗外観や商品、店内の写真など2

枚まで）④主な取扱商品⑤営業時間、定休日⑥

住所、電話番号、FAX番号⑦メールアドレスなど。

●「国産仏壇」表示タグをつけましょう

全宗協では、平成14年度から「実施規約」に

基づく表示制度を導入しています。現在、１枚

10円、100枚単位で頒布中（送料別）です。ご希

望の方は事務局までFAXでお申込みください。

無料法律相談

森顧問弁護士が組合員からの電話あるいは
FAXによる無料法律相談に応じます。ご希
望の方は下記へ直接ご連絡ください。

森・吉村法律事務所

弁護士　　森　恕（はかる）
〒541‐0043
大阪市中央区高麗橋1-5-14
メゾンドール高麗橋605
TEL 06‐6222‐3700
FAX 06‐6232‐0200

森如顧問弁護士

前
号
の
会
報
に
ミ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
委
員
会
名
簿

の
中
で
、
会
員
増
強
委
員
会
委
員
の
お
一
人
を
「
木

俣
　
実
」
と
し
ま
し
た
が
、「
本
保
　
実
」
の
誤
り
で

し
た
。
ま
た
総
務
委
員
会
委
員
に
濱
島
賢
祐
氏
が
加

わ
る
と
こ
ろ
を
掲
載
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
二
方
お

よ
び
関
係
者
の
皆
様
に
大
変
失
礼
し
ま
し
た
。
訂
正

と
と
も
に
深
く
お
詫
び
を
い
た
し
ま
す
。

訂正とお詫び

組
合
員
、
三
月
末
時
点
で
三
百
四
十
九
名
に
増
強

沖
縄
県
那
覇
市
か
ら
も
初
め
て
加
入

町田　守 ㈱やまと 茨城県常陸太田市栄町3325‐1

照屋林山 照屋漆器店 沖縄県那覇市樋川1‐7‐3

井上幸治 ㈱井上仏具 名古屋市中区松原3‐14‐26

新規加入（4月1日付）

悲
願
の
「
三
百
七
十
名
必
達
」
ま
で
、
あ
と
一
歩


